
研
究
の
忌

日
、
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
二
十
五
回
）

　
　
第
三
十
『
　
　
藁
座

『
建
築
字
彙
』
に
は
．

　
扉
ノ
軸
ヲ
承
ケ
シ
ム
ル
爲
メ
地
覆
ナ
ー
3
二
取
付
ケ
タ

姦
物
（
嚇
）
。
ソ
ζ
リ
シ
タ
纏
プ
軸
請
ヲ
斯
ク
璽

ル
ニ
｝
至
レ
ソ
。
昔
義
々
ノ
コ
塾
ヲ
「
わ
ら
ざ
」
ト
イ
ヒ
タ

ヲ
而
シ
テ
わ
ら
ざ
ハ
ま
る
ざ
ナ
リ
ト
「
束
雅
」
二
見
エ
タ

フ
勿
プ
考
フ
ル
弟
扉
ノ
稿
座
ハ
モ
ト
圓
形
ノ
座
ナ
リ
シ

ナ
ラ
ン
後
．
世
二
至
タ
形
ヲ
獲
ゼ
ツ
船
主
＾
ラ
ズ
其
名
ヲ
襲

用
シ
腿
旧
ル
ナ
ラ
ン
カ
。
次
、
二
匠
、
家
㎞
極
、
…
秘
傳
ニ
ハ
鳥
居
，
ノ

根
包
ヲ
稿
座
ト
イ
フ
ト
記
シ
ァ
フ
。
「
か
ら
ご
」
ヲ
見
．
ヨ
b

　
　
第
．
十
三
岱
内
　
研
究
、
の
栞
　
、
日
．
本
古
麸
築
研
究
の
栞
（
廿
五
）

天

沼

俊

一

ご
あ
る
。
さ
う
し
て
唐
戸
の
圖
に
は
、
木
製
の
藁
座
を
描

き
、
「
猫
臼
」
・
「
軸
請
」
等
の
別
名
を
附
し
て
あ
る
O
其
上

「
藁
座
」
ε
せ
参
に
「
稿
座
」
こ
し
て
あ
る
が
、
唐
戸
の
圖
め

記
入
に
、
は
「
藁
」
の
字
を
用
ひ
て
あ
る
ご
こ
ろ
を
み
る
ご
、

こ
れ
は
ざ
ち
ら
の
字
で
も
い
、
の
で
あ
ら
う
。
序
な
が
ち

近
畿
「
で
は
「
軸
講
」
だ
の
「
猫
臼
」
だ
の
ご
い
ふ
名
は
、
つ
い

私
は
き
い
穴
事
が
な
．
い
か
ち
、
承
り
か
う
い
ふ
名
聡
を
用

ひ
諏
の
で
あ
ち
う
。

　
3
訊
淀
．
艶
辺
畿
で
は
，
軸
を
う
け
る
令
…
物
を
い
ふ
入
ε
、
天

竺
襟
水
馬
を
背
中
合
せ
に
し
、
た
機
な
木
製
の
軸
承
を
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
襲
　
　
一
〇
竜
　
（
｝
Q
七
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
R
本
宵
建
築
研
究
の
栞
（
骨
五
）

人
ε
、
双
方
た
“
「
藁
座
」
で
片
付
け
て
み
る
人
ε
、
い
ろ

一
あ
る
。
だ
か
ら
實
は
其
都
度
木
の
か
金
の
か
ご
き
か

ね
ば
鋼
ら
訟
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
甚
だ
不
便
で
あ
る

か
ら
、
こ
、
で
は
金
衝
製
の
も
の
例
へ
ば
第
一
七
六
圖
の

如
き
の
を
「
藁
座
金
物
」
ご
呼
び
、
木
製
の
も
の
例
へ
ば
第

一
七
七
圖
の
機
な
の
を
軍
に
「
，
藁
座
」
ご
い
ふ
事
に
き
め
て

お
く
。
も
つ
ご
う
ま
い
名
を
考
へ
つ
い
た
ε
き
復
改
め
る

こ
と
に
す
る
。

　
藁
座
金
物
は
い
つ
頃
か
ら
あ
っ
た
か
、
古
い
の
は
残
っ

て
ゐ
ぬ
か
ら
確
言
は
で
き
譲
が
、
扉
が
軸
で
南
下
す
る
…
以

上
、
軸
に
は
金
釘
製
の
環
を
鍛
め
、
孔
に
も
ま
π
詞
じ
材

料
で
製
作
し
た
軸
承
を
入
れ
ね
ば
啓
閉
が
良
由
で
な
い
、

だ
か
ら
當
面
こ
れ
は
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
す
る
ご

孔
の
上
端
、
帥
ち
其
上
園
に
は
何
が
装
飾
ご
し
て
四
葉
座

位
を
つ
け
た
で
あ
ら
う
。
尤
も
飛
鳥
時
代
な
ご
に
於
い
て

は
、
そ
こ
ま
で
進
歩
せ
澱
ご
し
て
も
、
圓
形
の
座
位
あ
っ

た
筈
で
あ
ゑ
聯
朧
舗
垂
葉
）
惹
像
で
き
る
。
さ
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
瀧
　
　
…
O
八
　
（
一
〇
入
）

る
ご
理
窟
を
や
め
て
も
、
其
獲
達
の
順
序
か
ら
考
へ
て
、

最
初
は
新
形
で
あ
っ
π
ε
考
へ
て
も
い
、
様
で
あ
る
。
さ

う
し
て
奈
良
時
代
に
於
い
て
は
、
最
早
厚
い
座
位
で
は
満

足
が
で
き
す
、
四
葉
か
六
葉
を
つ
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
ざ
思
は
れ
る
。
第
一
七
六
圖
の
四
葉
は
當
初
の
も
の
こ

思
っ
て
も
よ
さ
、
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
け
な
い
ご
し
て

も
、
宇
治
鳳
鳳
堂
に
は
當
初
の
六
葉
が
残
っ
て
み
る
。
だ

か
ら
李
安
以
降
の
は
實
例
が
あ
る
の
で
あ
る
G
藁
座
金
物
・

の
形
は
、
他
の
部
分
例
へ
ば
長
押
・
扉
定
規
豫
等
に
打
っ

て
あ
る
飾
金
具
ご
同
じ
墾
遷
を
も
つ
て
み
る
。
故
に
こ
れ

等
の
金
具
は
、
上
方
の
幣
軸
に
打
っ
て
あ
る
懸
魚
の
様
な

形
（
例
へ
ば
第
一
ご
三
醐
右
方
上
部
）
の
も
の
こ
共
に
、
後
に
飾
金
具
に
つ
い

て
記
す
時
ま
で
延
期
し
、
今
は
木
製
の
も
の
に
つ
い
て
の

み
論
ず
る
事
に
し
て
お
く
Q

　
　
　
d
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礁
4
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
胤
’

然
ら
ば
藁
座
は
い
つ
頃
か
ら
あ
っ
た
か
ご
い
ふ
ご
、
鎌

倉
以
降
で
あ
る
ご
し
て
よ
さ
、
う
で
あ
る
。
第
一
七
七
圖



以
下
こ
～
に
掲
げ
た
も
の
、
及
び
前
に
だ
し
た
第
＝
こ
こ

圖
よ
り
こ
ご
九
圖
ま
で
、
第
一
四
「
・
一
四
入
・
鳳
五
山
ハ
・

…
六
丁
一
六
二
圖
等
に
あ
る
の
は
、
何
れ
も
鎌
倉
以
降

の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ろ
が
こ
、
で
考
へ
ね
ば
な
ら
澱
の
は
、
中
宮
寺
金

色
堂
の
で
あ
る
。
金
色
堂
は
随
分
有
名
で
、
古
美
術
に
多

少
趣
味
の
あ
る
人
は
慮
れ
で
も
知
ら
ぬ
も
の
は
な
い
様
で

あ
る
が
、
あ
の
板
扉
の
棚
元
の
軸
が
、
下
は
二
重
長
押
の

上
端
に
、
上
は
幣
軸
か
ら
で
、
み
る
藁
座
様
の
突
起
に
入

っ
て
み
る
こ
ご
は
、
学
ん
で
誰
。
れ
も
氣
を
つ
け
澱
機
で
あ

る
（
第
一
七
五
、
　
七
六
圃
）
。
女
専
扉
の
軸
は
、
右
軸
が
上
方
姦
っ

て
み
る
場
合
に
は
、
其
下
端
の
李
た
い
部
分
に
あ
け
て
あ

る
孔
に
入
つ
で
る
る
の
で
あ
る
が
（
第
＝
三
、
＝
…
三
圖
）
、
　
令
堂
の

回
れ
は
下
端
に
入
っ
て
み
な
い
の
は
、
あ
、
し
な
け
れ
ば

納
り
が
っ
か
濾
た
め
で
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
故
に
あ

の
突
趨
は
唐
然
に
獲
達
し
た
も
の
で
、
か
う
い
ふ
ご
こ
ろ

へ
落
つ
ぐ
の
は
當
然
で
あ
る
。
此
れ
が
恰
も
く
り
ぬ
き
墓

　
　
　
策
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
叡
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
五
）

股
の
内
部
の
彫
刻
が
進
化
し
だ
如
く
、
次
の
鎌
倉
時
代
に

入
っ
て
か
ら
、
木
鼻
の
背
中
合
せ
の
様
な
も
の
に
な
っ
た

ご
見
て
も
い
、
ぜ
思
ふ
。

　
劔
て
さ
う
な
る
ご
、
鎌
倉
以
降
の
藁
座
は
、
外
國
鍮
入

と
み
る
方
が
い
、
か
、
或
は
上
記
の
突
起
が
膚
然
に
逡
化

し
た
と
み
る
方
が
い
、
か
、
い
つ
れ
事
由
は
一
つ
ほ
か
な

い
筈
だ
が
、
此
際
は
ざ
つ
ち
ご
も
考
へ
ら
れ
る
、
想
像
は

ご
う
で
も
な
る
Q
但
し
幣
軸
か
ら
の
突
超
は
、
特
別
の
場

合
で
あ
る
ら
し
く
、
ご
う
も
金
色
堂
以
外
に
逡
物
即
ち
實

例
が
な
い
檬
で
あ
る
、
果
し
て
然
ら
ば
唯
一
例
で
は
多
少

物
足
ら
ぬ
ε
い
ふ
戚
が
な
く
も
な
い
け
れ
ざ
も
、
ご
に
か

く
こ
れ
は
原
始
藁
座
こ
い
へ
諏
こ
ご
は
あ
る
ま
い
、
さ
う

し
て
こ
れ
か
ら
充
分
に
登
達
し
得
る
も
の
で
あ
る
事
も
亦

見
逃
す
こ
ご
は
で
き
澱
と
思
ふ
。

　
鎌
倉
以
降
、
藁
座
が
あ
る
様
に
な
っ
て
か
ら
は
、
從
來

柱
間
に
割
合
に
背
の
低
い
欝
入
ロ
を
設
け
る
時
な
ざ
に
は

特
に
其
間
に
蠕
け
長
押
を
入
れ
て
曇
れ
に
扉
を
吊
込
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
第
圃
號
　
　
幅
〇
九
　
（
一
〇
九
）



　
　
蔦
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
肝
本
宵
建
築
研
究
の
栞
（
費
蓋
）

の
で
あ
っ
旋
が
、
左
様
な
大
袈
裟
な
設
備
を
せ
す
ご
も
、

貫
、
の
横
腹
へ
た
や
遷
れ
を
打
付
け
さ
へ
す
れ
ば
事
足
り
る

か
ら
、
至
極
便
利
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
例
を
あ
ぐ
れ

ば
法
隆
寺
上
御
堂
に
於
い
て
は
、
正
面
の
扉
は
全
部
桟
唐

戸
で
あ
る
が
、
軸
は
何
れ
も
長
押
下
端
に
入
れ
て
あ
る
の

に
、
側
面
の
低
い
の
は
、
上
方
丈
け
藁
座
を
用
ひ
て
あ
る

か
ら
、
簡
輩
に
お
さ
ま
り
が
つ
け
ら
れ
る
ε
同
時
に
、
二

化
を
つ
け
て
目
先
を
か
へ
る
こ
‘
こ
も
出
身
る
。
藁
座
は
木

鼻
の
彫
刻
ご
同
じ
様
に
、
如
何
な
る
榛
式
の
建
築
に
用
ひ

て
も
調
和
が
ご
れ
、
龍
口
上
甚
だ
便
利
で
あ
る
か
ら
盆
々
流

行
し
穴
の
で
あ
ら
う
、
さ
う
し
て
途
に
為
れ
に
特
別
の
意

匠
を
凝
す
機
に
な
っ
た
も
の
こ
思
は
れ
る
。

　
最
初
の
藁
座
は
天
竺
楽
木
鼻
を
背
中
合
せ
に
し
た
様
な

型
、
郎
ち
最
も
有
干
れ
た
型
で
あ
っ
π
ら
し
い
、
ご
い
ふ

の
は
東
大
寺
南
大
門
に
其
型
の
が
用
ひ
て
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
併
し
な
が
ら
同
時
に
ま
た
浮
土
寺
浄
土
堂
（
播
磨
）
や
上

醍
醐
経
典
に
用
ひ
ら
れ
て
る
る
機
な
も
の
も
あ
る
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　
第
　
號
　
　
　
一
一
〇
　
（
一
一
、
O
）

天
竺
様
建
築
の
場
合
で
あ
る
が
、
唐
襟
建
築
に
は
南
大
門

式
の
ば
か
り
ビ
い
っ
て
も
い
、
位
で
あ
b
、
和
機
建
築
に

於
い
て
も
亦
さ
う
で
あ
る
◎
し
．
て
み
る
ご
浮
土
堂
や
経
藏

の
が
、
寧
ろ
特
殊
の
場
合
で
、
普
通
は
南
大
門
式
の
ご
し
て

よ
か
ら
う
、
さ
う
し
て
其
形
に
よ
り
て
天
竺
檬
ε
か
唐
様

ε
か
い
ふ
名
は
づ
け
ら
れ
澱
の
で
、
場
合
に
よ
り
て
適
當

に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。

　
更
に
最
も
異
例
ε
す
べ
き
は
、
長
崎
市
所
在
の
黄
藥
宗

の
寺
の
で
あ
っ
て
、
瓜
の
機
な
形
の
も
の
や
、
魚
の
う
き

袋
の
機
な
の
や
、
全
く
他
に
見
な
い
愛
つ
た
種
類
の
を
用

ひ
て
あ
る
。
左
に
先
づ
分
類
を
試
み
、
次
に
数
種
の
實
例

に
就
て
記
載
を
す
る
。

　
（
一
）
　
原
始
型
。
中
奪
寺
金
色
堂
。

（
二
）

木
鼻
型
。

　
　
長
。
最
も
普
通
の
も
の
、
實
例
多
し
。

　
　
短
。
主
こ
し
て
天
竺
襟
に
用
ひ
ら
れ
た
、
様
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本
古
建
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研
究
の
栞
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廿
五
）

第
一
號

四
（
二
四
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十
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巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
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五
）

難
購
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第
一
號
　
　
二
五
　
（
二
五
）
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第
十
三
巻

研
究
の
栞

口
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
五
）

第
一
號

六

（
コ
六
）



第
十
三
巻

研
究
の
．
樋

口
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
五
）

第
一
號

七

（
コ
七
）

叢課騨
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十
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本
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建
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硯
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廿
五
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第
】
號

八

（
コ
入
）



第
十
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巷

研
究
の
栞
幽
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古
建
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研
究
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．
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建
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究
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ハ
廿
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號

↓
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一
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†
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研
究
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栞
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本
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建
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研
究
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（
廿
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い
第
一
號
　
　
＝
　
三
材
（
＝
一
三
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一
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（
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一
五
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（
廿
五
）

第
】
號

一
入
　
（
一
．
二
．
入
）
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第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
五
）

第
」
，
號
　
　
↓
三
〇
（
＝
二
〇
）

盤
灘
騒

騒
麟
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錐
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研
究
の
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日
本
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建
築
研
究
の
栞
ρ
廿
五
）

第

一
號

一
一

A
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第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
浄
土
寺
浄
土
粗
骨
本
堂
。

　
（
三
）
瓜
型
Q
幅
濟
寺
青
瀧
堂
・
同
大
雄
寳
殿
。

　
（
四
）
氣
胞
型
Q
同
天
．
王
殿
・
同
大
雄
寳
殿
。

　
（
五
）
　
異
　
型
。
崇
毛
馬
第
一
陰
門
。

（
六
）
歪
型
。
瑞
面
食
（
搬
眼
）
大
雄
實
殿
。

大
概
こ
の
位
ご
思
ふ
。
新
し
い
の
が
あ
っ
だ
ら
ば
後
に
補

加
す
る
こ
ご
に
す
る
。
殆
ん
ご
す
べ
て
の
は
（
二
）
に
．
馬
し

て
み
る
、
（
三
）
以
下
は
全
く
特
殊
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
斎
　
　
　
　
　
　
　
並
ハ
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
，
　
　
　
　
　
》
冒

　
き
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鎌
倉
時
代

　
前
か
ら
述
べ
て
き
た
通
り
、
現
在
最
古
の
も
の
は
鎌
倉

の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
先
づ
當
代
よ
り
始
ま
っ
た
こ
す
る

ご
、
初
期
の
で
は
先
づ
東
大
寺
南
大
門
の
で
あ
ら
う
が
、

こ
れ
は
第
一
七
七
圖
◎
の
様
に
、
天
竺
檬
木
鼻
の
背
中
合

せ
で
あ
る
。
こ
の
門
は
正
治
元
年
の
再
建
だ
か
ら
時
代
は

確
か
で
あ
る
。
さ
う
し
て
こ
の
様
な
藁
座
は
上
の
方
に
つ

け
て
あ
る
丈
け
で
、
下
方
に
は
な
い
の
み
な
ら
す
、
下
方

第
一
號
　
　
　
＝
一
一
二
　
（
一
三
二
）

に
は
初
め
か
ら
何
の
設
備
も
し
て
な
か
っ
た
ら
し
い
。
さ

う
考
へ
る
こ
こ
の
門
は
、
他
に
い
く
ら
も
例
が
あ
る
通
り

に
、
扉
ま
で
は
手
が
廻
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
除

計
な
こ
ご
だ
が
序
に
か
い
て
お
く
。

　
同
圖
㊨
亦
こ
れ
ご
同
じ
型
で
あ
る
。
あ
れ
は
あ
の
通
）

和
襟
の
建
物
で
、
同
じ
く
初
期
の
も
の
ご
思
は
れ
る
。
南

大
門
の
は
随
分
力
が
入
っ
て
居
り
、
如
何
に
も
あ
の
建
物

に
相
撃
七
い
が
、
こ
の
方
は
幾
分
線
に
締
り
が
な
く
な
っ

て
み
る
。

　
此
の
種
類
の
で
は
、
こ
の
他
に
第
＝
二
二
㊨
・
第
一
三

七
・
笙
三
九
圖
（
第
十
二
巷
第
一
號
）
等
に
で
張
る
か
ら
、
夫
れ

等
を
み
る
ご
一
字
よ
く
織
る
筈
で
あ
る
。

　
＠
は
醍
醐
寺
平
坦
内
陣
扉
の
で
、
前
二
者
に
似
て
み
る

が
、
中
央
の
こ
こ
ろ
が
尖
っ
て
み
な
い
丈
け
の
こ
ε
で
あ

る
Q
だ
か
ら
こ
れ
等
は
同
じ
ご
み
て
も
大
し
て
不
都
合
で

は
な
い
。

⑩
は
古
い
錫
杖
彫
（
第
三
十
七
個
塗
照
）
の
機
で
、
恰
も
み
奮
・



ろ
は
三
葉
繰
形
に
似
て
み
る
が
、
こ
の
圖
版
に
示
し
た
四

種
の
う
ち
で
は
、
こ
れ
が
最
も
天
竺
機
に
適
し
た
形
で
あ

る
。
先
の
三
つ
は
大
釘
で
打
ち
つ
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
・

れ
は
さ
う
は
い
か
ぬ
Q
釘
の
代
り
に
貫
を
ほ
り
込
ん
で
中

に
う
め
て
あ
る
。
こ
れ
は
上
方
の
で
あ
る
が
、
下
方
の
も

亦
こ
れ
ご
同
形
を
し
て
み
る
。

　
第
一
七
八
・
第
一
七
九
の
二
王
に
は
播
磨
の
澤
土
寺
本

堂
及
び
浮
土
堂
の
量
れ
を
四
種
の
せ
て
お
い
た
が
、
こ
れ

等
は
何
れ
も
特
別
の
形
を
も
つ
て
み
る
。
幅
が
な
い
π
め

に
こ
れ
等
も
亦
釘
付
に
で
き
す
、
且
つ
扉
は
相
嘗
の
重
量

ご
大
さ
ε
を
も
っ
て
み
る
か
ら
、
少
し
ば
か
り
貫
．
へ
、
挿
込

ん
だ
位
で
は
直
に
抜
け
出
す
虞
が
あ
る
。
だ
か
ら
後
ろ
の

方
に
柄
を
つ
く
り
、
貫
の
裏
ま
で
出
し
て
上
か
ら
栓
を
さ

し
て
こ
め
て
あ
る
。

　
惜
し
い
こ
ご
に
は
古
い
の
が
な
い
。
最
古
ご
思
は
る
、

の
で
も
鎌
倉
ま
で
も
っ
て
行
け
る
か
ご
う
か
到
ら
訟
が
、

其
内
の
あ
る
も
め
は
、
こ
ビ
に
よ
っ
た
、
ら
古
い
か
も
知
れ

　
　
　
第
ナ
三
谷
　
　
研
究
の
・
栞
　
　
澱
本
宵
建
築
研
究
の
栞
（
骨
五
）

ぬ
か
ち
、
騰
れ
を
こ
、
に
説
明
を
し
て
お
く
。

　
至
剛
七
入
圖
◎
及
び
第
一
入
○
圖
は
播
磨
浮
土
寺
北
側

出
入
口
上
部
の
藁
座
の
圖
面
及
び
寓
眞
で
あ
る
。
か
う
な

る
ご
、
ま
る
で
智
頭
撲
の
様
な
輪
廓
を
も
つ
て
み
て
、
恰

好
は
中
々
よ
ろ
し
い
、
且
つ
ま
た
形
は
天
竺
楼
に
適
し
て

み
る
様
に
思
ふ
。
こ
の
手
の
は
、
こ
の
出
入
口
の
爾
方
に

一
つ
づ
、
残
っ
て
み
る
索
け
で
あ
る
。
同
じ
く
北
側
南
端

の
小
さ
な
出
入
ロ
に
は
、
南
大
門
式
普
通
型
の
が
つ
け
て

あ
る
Q
こ
れ
も
初
め
の
も
の
か
ざ
う
か
鋼
ち
濾
が
、
さ
う

し
て
も
差
支
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
當
代
の
は

　
　
天
竺
襟
木
鼻
を
背
中
合
せ
に
し
た
様
な
型
の
が
最
も

　
普
蓮
で
、
こ
れ
は
建
築
の
穫
式
に
闘
係
せ
す
に
用
ひ
ち

　
れ
た
。
三
、
葉
型
や
花
頭
型
の
は
ま
ビ
し
て
天
竺
様
建
築

　
に
用
ひ
た
機
で
あ
り
、
從
て
實
例
は
多
く
な
い
。

ご
み
て
よ
さ
㌧
う
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

室
町
時
代

　
　
　
　
　
　
　
第
一
撃
　
　
　
一
三
三
「
（
一
三
三
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
菅
五
）

　
藁
座
も
亦
、
時
代
が
室
町
に
な
っ
た
か
ら
と
て
、
前
代

ε
代
り
が
な
い
、
も
つ
ご
降
っ
て
も
殆
ん
ざ
同
じ
事
で
あ

る
。
第
十
こ
窓
第
一
號
に
の
せ
た
第
幅
三
四
圏
に
は
、
京

都
東
旛
寺
三
門
上
層
扉
上
下
の
縁
れ
を
大
き
く
か
い
て
お

い
た
（
日
計
㊥
・
⑤
・
＠
・
＠
）
が
、
其
形
は
上
醍
醐
寺
経
藏
の
型
で
あ

る
。
序
に
扉
の
止
木
i
名
は
よ
く
知
ら
澱
が
、
其
召
合

．
せ
の
と
こ
ろ
に
打
っ
て
あ
る
木
で
、
爾
方
の
扉
を
閉
ぢ
た

ご
き
．
其
ま
、
は
っ
す
こ
ご
が
で
き
澱
檬
に
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
ビ
め
ぎ
ε
い
っ
て
お
い
だ
一
は
、
餓
軍
な

形
で
あ
る
が
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
同
第
＝
ご
五
圖
の
上
下
に
あ
る
の
は
、
上
の
方
の
分
導

け
は
だ
し
か
に
古
い
ご
み
て
い
、
が
、
下
の
は
後
補
で
あ

っ
淀
ご
記
事
し
て
み
る
、
だ
か
ら
圖
で
み
て
も
下
の
方
は

大
し
て
い
、
形
で
な
い
。
ご
に
か
く
上
下
ピ
も
何
故
か
扉

に
比
べ
て
大
墾
に
大
き
く
、
扉
ビ
の
調
和
が
よ
く
ε
れ
て

る
な
い
。

　
同
第
一
四
一
圖
の
は
、
上
下
に
同
じ
楼
な
形
の
が
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
幅
三
四
　
（
コ
ニ
四
）

て
る
る
が
、
今
迄
揚
げ
π
例
よ
り
窺
分
賑
か
で
あ
る
。
こ

の
種
の
は
今
後
永
く
用
ひ
ら
れ
た
の
で
、
今
日
に
ま
で
及

ん
で
あ
る
。

笙
七
入
（
⑩
な
除
く
）
、
一
七
九
及
天
華
に
示
し
た
の
は

．
時
代
が
何
れ
も
室
町
以
降
で
、
ご
う
も
黙
然
ご
き
め
ら
れ

な
い
襟
で
あ
る
Q
併
し
な
が
ら
、
、
も
ご
は
鎌
倉
初
期
の
型

が
あ
っ
た
の
で
、
夫
れ
を
後
に
修
補
す
る
ご
き
ま
ね
し
た

も
の
ご
考
へ
る
の
が
一
番
子
當
で
あ
ら
う
。
珍
ら
し
い
型

だ
か
ら
、
爲
眞
に
も
圖
に
も
示
し
て
お
い
π
が
、
こ
れ
等

は
ざ
れ
も
皆
鎌
倉
式
の
も
の
ε
み
て
、
こ
、
に
は
論
ぜ
澱

こ
ご
に
し
た
。
故
に
室
町
の
は
次
の
楼
に
い
ふ
こ
ご
が
で

き
る
で
あ
ら
う
。

　
　
鎌
倉
時
代
の
新
城
で
、
殆
ん
ご
全
部
が
普
通
の
型
で

　
あ
る
が
、
た
や
爾
端
に
少
し
く
手
を
入
れ
て
美
的
な
ら

　
し
め
π
の
が
あ
る
位
で
あ
る
。

然
る
に
次
の

　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
も

　
桃
山
時
代



に
な
る
、
ご
、
大
毒
は
同
じ
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
事
項

が
三
つ
ば
か
り
で
ぎ
て
き
た
、
邸
ち

　
（
じ
　
側
面
叉
は
上
下
面
に
飾
金
具
を
打
つ
た

　
（
二
）
「
全
く
装
鱗
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
π

パ
三
〉
其
面
に
文
機
を
彫
刻
し
た

こ
ε
で
あ
る
。
い
ふ
迄
も
な
く
こ
れ
は
普
通
の
焦
り
重
要

で
な
い
建
物
に
は
し
な
い
の
で
、
特
に
装
飾
を
必
要
ご
す

る
機
な
場
合
に
し
π
新
し
い
試
み
で
あ
る
ら
し
い
。
當
代

は
す
べ
て
建
築
を
立
派
に
飾
っ
た
の
で
、
途
に
誉
れ
が
こ

ん
な
所
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
及
び
（
二
）
の
實
例
は
」
京
都
市
下
河
原
町
高
壷
寺

の
鑑
屋
に
あ
る
。
上
の
方
の
は
外
の
も
内
の
も
横
に
桐
の

金
具
を
打
っ
て
あ
る
。
何
れ
も
甚
だ
美
事
な
も
の
で
あ
る
。

内
外
陣
の
境
に
使
用
し
て
あ
る
も
の
は
、
第
｝
入
二
・
噸

入
三
圖
の
如
く
、
下
の
は
た
や
ほ
ん
の
装
餓
で
、
、
孔
は
地

覆
の
上
端
に
あ
い
て
み
る
。
上
の
も
殆
ん
ビ
大
部
分
幣
軸

の
下
端
に
孔
が
あ
り
、
極
ぐ
僅
か
が
藁
座
の
肘
側
に
か
、

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
五
）

つ
て
み
る
。
上
の
場
面
に
、
も
う
少
し
内
に
孔
が
あ
れ
ば
，

下
の
こ
同
じ
く
あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
、
こ
ご
に
な
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
上
の
は
、
例
へ
僅
か
に
せ
よ
役
に
た
っ

て
み
る
か
ら
い
、
が
、
下
の
こ
そ
何
の
泥
あ
に
つ
け
だ
の

か
、
・
ま
る
で
回
忌
に
な
っ
て
み
な
い
か
ら
、
全
く
の
飾
り

も
の
こ
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。
上
に
丈
け
つ
け
て
、
下

に
な
く
て
は
、
物
足
り
な
い
、
こ
い
ふ
標
な
ご
こ
ろ
か
ら
、
・

多
分
つ
け
だ
の
で
あ
ら
う
。
正
面
外
側
の
も
全
く
こ
れ
ε

同
じ
調
子
で
あ
る
。
上
の
は
後
補
．
下
の
は
古
い
。

　
第
一
入
二
三
に
於
い
て
、
軸
承
の
孔
は
幣
軸
の
弧
状
を

な
し
た
部
分
に
あ
い
て
み
る
の
で
、
金
色
堂
の
場
合
の
様

に
弧
状
を
な
せ
る
部
分
を
其
ま
、
仁
し
て
お
い
て
は
工
合

が
悪
い
の
・
で
、
其
部
分
、
鞭
ち
藁
座
を
つ
け
る
部
分
ご
孔

を
穿
つ
部
分
ご
を
李
た
く
四
角
に
し
て
あ
る
。
か
う
す
れ

ば
孔
も
樹
由
に
あ
く
し
、
藁
座
も
都
合
よ
く
横
か
ら
取
っ

け
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
詩
感
一
七
五
圖
の
凸
起
ε
比
べ

て
み
る
ご
㍉
甚
だ
興
昧
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
三
五
　
（
一
三
五
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
賢
五
）

　
（
三
）
の
例
は
澤
山
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
私
は
一
つ
ほ

か
知
ら
な
い
、
隠
れ
は
官
幣
大
胤
警
崎
宮
楼
門
の
で
あ
る

私
は
第
十
二
巻
第
二
號
第
七
扁
頁
に
其
扉
の
圖
を
掲
げ
、
、

理
乱
七
九
頁
下
段
中
頃
に
、
そ
の
「
下
端
に
唐
草
を
つ
け

た
入
念
の
も
の
」
が
あ
る
ビ
か
い
た
が
、
第
…
入
汐
圖
に

示
し
だ
の
は
こ
れ
で
あ
る
◎

　
岡
に
於
い
て
、
向
て
左
の
方
に
若
葉
が
彫
刻
し
て
あ
る

こ
こ
ろ
は
、
此
の
時
代
の
墓
股
そ
っ
く
り
で
あ
る
（
第
二
四
翻
）
。

右
の
方
は
、
左
の
方
ご
同
に
し
て
は
、
柱
に
つ
か
へ
る
た

め
、
如
何
に
も
能
が
な
さ
過
ぎ
て
き
が
き
か
ぬ
。
そ
こ
で

全
然
形
を
か
へ
、
圖
の
如
く
し
て
本
柱
に
取
り
つ
か
せ
、

其
下
端
に
は
模
機
化
し
聖
岳
（
千
鳥
の
様
な
形
の
鳥
）
を
刻
み
つ
け
た
、

め
、
先
人
未
∴
襲
の
猫
創
的
な
も
の
に
な
っ
た
。

　
第
一
八
五
圖
は
、
扉
の
中
央
召
合
せ
の
上
に
、
打
っ
て

あ
る
止
木
で
あ
る
。
先
に
図
幅
寺
の
と
こ
ろ
で
は
、
扉
を

閉
め
た
ま
、
で
は
つ
す
事
が
で
き
潤
た
め
ご
か
い
た
が
、

此
の
扉
は
大
き
く
て
中
に
閉
め
π
ま
、
ざ
う
す
る
こ
ご
も

　
　
　
　
　
　
　
第
鰍
夷
隅
　
　
　
一
三
山
ハ
　
（
一
三
山
ハ
）

で
き
な
い
、
だ
か
ら
止
木
は
な
く
こ
も
い
、
の
で
あ
る
が
、

多
分
た
や
飾
り
に
つ
け
た
の
で
あ
ら
う
。
其
足
元
の
形
は

蟹
股
式
ε
し
て
い
、
機
で
あ
る
が
、
途
中
か
ら
で
、
み
る

署
葉
は
無
代
虹
梁
里
馬
の
こ
こ
ろ
の
上
れ
ご
全
く
同
一
で

あ
る
。
こ
れ
は
第
十
二
圖
左
下
又
は
第
二
七
圖
右
下
等
に

で
、
み
る
虹
梁
の
唐
草
ご
比
べ
て
み
れ
ば
直
に
解
る
こ
ご

で
あ
る
。
中
央
に
つ
け
て
あ
る
先
の
尖
っ
て
み
る
も
の
は

多
分
卑
湿
で
あ
ら
う
、
寳
珠
は
鎌
倉
以
來
い
ろ
く
な
ご

こ
ろ
に
よ
く
用
ひ
ら
れ
て
お
う
、
、
室
町
で
は
鬼
琵
の
眉
間

に
つ
い
て
み
る
し
、
花
琵
の
中
心
飾
こ
し
て
可
な
り
用
ひ

ら
れ
た
、
だ
か
ら
止
木
の
中
心
飾
ビ
し
て
出
て
き
て
も
少

し
も
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
。
ご
に
か
く
こ
れ
は
珍
ら

し
い
例
で
あ
る
。

　
故
に
つ
め
る
ε
次
の
機
に
な
る

　
　
大
膿
の
形
は
前
代
同
機
で
あ
る
が
、
半
面
に
飾
金
具

　
を
打
つ
た
め
が
あ
っ
た
。
ま
た
全
く
装
飾
の
た
め
に
外

　
か
ら
打
ち
つ
け
て
み
る
丈
け
で
、
、
軸
承
ご
し
て
は
何
等



　
の
用
を
な
し
て
ゐ
諏
の
も
あ
っ
た
◎
稀
に
其
面
ゼ
三
三

・
を
彫
刻
し
た
の
も
あ
っ
た
。

の
で
あ
る
。
い
ふ
迄
も
な
く
、
當
代
は
彫
刻
充
填
式
が
流

行
し
た
か
ら
、
下
端
に
文
様
を
刻
す
る
な
ざ
も
其
結
果
ε

み
る
二
ε
が
で
き
や
う
。
だ
け
れ
ざ
、
こ
ん
な
の
は
手
を

か
け
た
割
に
敷
果
が
な
い
機
で
あ
濁
、
其
せ
い
か
掘
り
は

や
ら
な
か
っ
た
ご
見
え
、
實
例
は
少
な
い
。
次
の

　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
も

・
江
戸
時
代

に
な
っ
て
も
、
前
代
よ
り
縫
剥
し
た
型
が
一
番
多
い
が
、

・
（
こ
、
血
膿
を
装
飾
金
具
で
包
ん
だ
も
の

　
（
二
）
普
通
の
型
で
背
の
高
い
も
の

　
（
三
）
特
殊
型
式
の
も
の

等
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。

　
第
一
入
域
圖
は
、
大
阪
の
天
王
寺
用
明
殿
の
拝
殿
正
面

出
入
D
の
で
、
時
代
が
新
し
い
怠
け
形
は
ま
つ
い
の
は
止

む
を
得
ぬ
。
　
一
方
の
扉
が
三
つ
に
折
れ
て
や
其
軸
が
こ
の

藁
座
に
入
っ
て
み
る
、
邸
ち
「
三
折
．
爾
開
淺
唐
戸
」
の
例
で

　
　
　
第
十
三
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
欝
本
古
建
築
研
究
の
粟
（
廿
五
）

あ
る
犠
難
錘
多
量

　
第
一
入
七
圖
は
日
光
東
照
宮
経
藏
の
で
、
地
覆
長
押
は

柱
の
こ
こ
ろ
で
止
り
．
其
此
に
は
圖
の
標
な
全
部
金
具
で

包
ん
だ
藁
座
が
あ
る
。
側
面
の
は
無
地
だ
が
、
上
端
の
は

一
面
に
幾
何
模
様
を
ほ
っ
て
あ
る
。
こ
れ
帥
ち
（
一
）
の
實

例
で
あ
る
。

　
若
し
こ
の
長
押
が
柱
で
止
ら
す
に
す
っ
ε
怠
り
、
藁
座

の
代
り
に
長
押
上
端
に
、
丁
度
こ
の
上
端
の
飾
金
具
を
打

つ
た
ε
す
る
沸
さ
う
す
る
ε
夫
れ
は
東
照
宮
舞
殿
・
石
の

間
、
及
同
大
猷
院
自
主
本
殿
出
入
ロ
等
の
扉
の
下
方
の
軸

承
に
な
る
。
『
建
築
字
彙
』
の
「
扉
の
軸
を
う
け
し
む
る
た

め
地
覆
等
に
ご
り
つ
け
た
る
金
物
」
ご
い
ふ
藁
座
の
定
義

に
全
く
一
致
し
て
み
る
の
で
、
師
ち
ほ
ん
ご
う
の
藁
座
金

物
で
あ
る
。
鎌
倉
以
降
、
大
多
数
に
は
何
れ
も
こ
の
定
義

が
う
ま
く
當
霰
ら
な
か
つ
淀
が
、
反
て
時
代
が
降
っ
て
か

ら
屈
指
の
建
物
に
こ
ん
な
の
が
多
く
あ
る
の
は
面
白
い
事

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
隅
三
七
　
（
コ
十
七
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
究
の
栞
、
　
日
本
古
建
築
研
劣
の
栞
（
賢
五
）

　
（
二
）
の
例
は
第
一
入
事
圖
、
，
山
城
宇
治
黄
禦
山
萬
編
寺

三
門
の
で
、
高
さ
は
一
尺
以
上
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
蹴
放
」

の
背
が
高
い
か
ら
自
然
か
う
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
こ

の
寺
の
諸
堂
の
は
大
概
背
が
高
い
、
だ
か
ら
型
は
普
通
の

・
と
大
分
・
纐
帆
っ
て
見
え
る
。

　
次
送
（
三
）
の
特
殊
型
式
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
に
は

先
に
記
し
た
墨
型
・
氣
墨
型
・
異
型
・
歪
軸
等
を
細
事
ま
し

て
お
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
順
序
で
記
述
す
る
Q

　
（
イ
）
　
瓜
型
。
實
は
名
の
つ
け
様
が
な
い
の
で
か
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
お
い
た
が
、
先
づ
ヘ
チ
マ
の
機
な
形
ご
い
っ
た
方
が
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ち
ま

さ
、
う
で
あ
る
。
併
し
糸
瓜
型
で
は
腐
り
通
俗
す
ぎ
る
か

ら
、
た
い
瓜
型
と
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
入
九
・
一
九
〇

の
二
圖
を
み
れ
ば
、
別
に
説
明
を
し
な
く
ご
も
、
無
名
の

由
來
は
剣
る
で
あ
ら
う
。
黄
桀
宗
の
建
物
で
は
、
前
號
に

か
い
淀
通
り
、
・
出
入
口
の
扉
め
外
へ
牢
扉
を
墨
b
、
前
者

は
内
へ
後
者
は
外
へ
開
く
機
に
し
で
あ
る
。
だ
か
ら
前
者

の
藁
座
は
大
概
堂
の
内
側
に
あ
る
の
こ
れ
等
は
塑
が
墾
つ

　
　
　
　
　
　
　
銘
　
號
　
　
コ
ニ
八
　
（
一
三
入
）

て
る
て
甚
だ
面
白
い
の
で
あ
る
。

　
（
ロ
）
　
氣
胞
型
。
此
れ
も
亦
、
前
の
ε
同
じ
く
困
っ
て

こ
ん
な
名
に
し
淀
の
で
あ
る
が
、
、
ざ
う
も
拙
い
の
で
も
つ

ご
い
、
の
を
考
へ
て
る
る
。
、
こ
れ
は
瓜
型
よ
り
一
層
の
珍

型
で
、
先
づ
ざ
つ
ご
魚
の
う
き
袋
の
襟
な
も
の
で
あ
る
。

瓜
型
こ
の
差
は
途
中
に
一
つ
く
び
れ
が
あ
る
丈
け
だ
が
、

移
れ
で
大
分
に
憂
っ
て
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
記
す
三
つ
の
實
例
は
何
れ
も
編
濟
寺
に
あ
る
の
で

あ
る
．
が
、
第
「
九
一
鼠
ε
第
「
九
三
圖
ご
は
、
r
歯
形
も
全

量
が
赤
く
塗
っ
て
あ
る
の
も
、
よ
く
似
て
み
る
ゆ
併
し
な

が
ら
前
者
に
於
い
て
は
、
下
端
に
近
く
つ
け
て
あ
る
鋸
歯

絞
の
間
の
凹
所
に
は
、
所
々
に
金
箔
が
獲
っ
て
み
る
か
ら

多
分
元
は
こ
、
若
け
箔
㎜
直
に
な
っ
て
み
て
、
ざ
ぞ
綺
麗
で

あ
っ
だ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
後
者
の
方
は
そ
ん
な
こ
ご
は

な
い
が
、
括
れ
の
下
は
尖
端
を
有
す
る
瀧
花
紋
よ
り
成
っ

て
お
り
、
上
の
方
は
瓜
型
ご
同
じ
く
縦
線
が
あ
る
。

　
第
一
九
二
圖
は
第
一
九
一
圖
の
下
の
方
の
で
、
こ
れ
は



く
び括
れ
の
問
に
馨
は
な
い
が
、
一
面
に
雲
紋
を
薄
肉
に
ほ
っ

て
あ
る
。
何
れ
も
こ
の
二
つ
は
外
側
に
つ
け
て
あ
る
せ
い

も
め
ら
う
が
、
下
の
は
大
分
に
い
π
ん
で
み
て
、
一
方
は

後
言
だ
か
ら
、
圖
に
示
み
た
の
丈
け
が
當
初
の
も
の
ご
思

は
れ
る
が
、
雲
紋
の
痩
っ
て
み
る
ε
こ
ろ
は
僅
か
で
、
大

部
分
は
く
さ
れ
て
と
れ
て
し
ま
っ
た
、
い
つ
れ
其
う
ち
全

面
腐
朽
し
て
了
ふ
の
で
あ
ら
う
が
、
他
に
例
が
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
今
の
う
ち
に
う
つ
し
で
も
造
っ
て
お
い
た
ら

ば
ざ
う
か
ε
思
ふ
Q
但
し
實
の
ご
こ
ろ
下
の
藁
趨
に
雲
絞

は
籐
り
適
當
で
は
な
い
様
で
あ
る
。
上
の
方
の
を
こ
ん
な

風
に
し
て
、
下
の
は
乳
型
に
し
π
方
が
よ
く
は
な
い
で
あ

ら
う
か
。

　
三
異
型
。
崇
旛
寺
笙
峰
門
に
あ
る
（
彫
」
機
な

め
を
指
し
π
の
で
、
随
分
漫
つ
だ
形
で
あ
る
が
、
面
自
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
．
フ
ま
昧
も
な
い
、
旋
“
こ
ん
な
婁
イ
の
鋼
ら
ぬ
形
で

あ
る
。
同
寺
三
門
の
も
ま
た
こ
ん
な
風
で
あ
る
が
、
こ
れ

よ
り
簡
輩
で
あ
る
。

　
日
光
大
野
院
夜
叉
門
の
も
、
鈴
繁
の
ご
は
少
し
型
が
墾

っ
て
み
る
か
ら
、
こ
れ
も
異
型
の
中
へ
入
れ
て
も
い
、
か

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
究
の
挙
　
　
日
本
宵
甦
築
研
究
り
栞
（
骨
五
）

知
れ
訟
が
、
實
は
ほ
ん
の
少
し
獲
っ
て
み
る
こ
い
ふ
だ
け

で
、
大
し
た
も
の
で
な
い
。
だ
か
ら
こ
ん
な
の
は
こ
、
で

下
せ
仁
方
が
い
、
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
（
二
）
　
歪
型
」
歪
型
ご
は
中
3
5
線
に
罫
し
て
左
右
相
辮

で
な
い
も
の
、
欝
呼
で
あ
る
σ
さ
う
す
る
ご
第
一
入
四
圖

等
も
當
然
こ
の
う
ち
に
入
れ
べ
き
で
あ
る
が
、
あ
れ
は
柱

に
つ
か
へ
る
か
ら
、
あ
、
で
も
せ
ね
ば
至
極
李
凡
な
も
の

に
な
っ
て
了
ふ
だ
ら
う
、
故
に
あ
れ
は
特
別
扱
に
．
し
て
、

こ
の
中
へ
入
れ
な
い
で
も
よ
か
ら
う
。

　
第
一
九
五
圓
に
於
い
て
、
宇
扉
の
幅
さ
へ
も
う
少
し
廣

く
す
れ
ば
、
こ
ん
な
形
に
し
な
い
で
も
、
左
右
岡
じ
も
の

に
で
き
る
し
、
夫
れ
が
都
合
が
悪
け
れ
ば
多
ぐ
の
場
合
の

標
に
蝶
番
さ
へ
用
ひ
れ
ば
樂
に
吊
れ
る
の
に
、
さ
う
し
な

い
で
こ
ん
な
も
の
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
天
下
一

品
で
あ
ら
う
。
今
迄
掲
げ
た
藁
塵
の
う
ち
一
番
拙
い
形
で

あ
る
Q
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ハ
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エ
ハ

　
以
上
で
一
通
り
木
製
藁
座
の
腫
類
を
謝
し
だ
ε
思
ふ
か

ら
、
次
は
唐
居
敷
に
移
る
こ
と
に
す
る
。
繭
和
ご
年
＋
ご
月

一
H
稿
了
・
木
曜
・
暗
）

第
一
瀧
　

一
三
九
（
一
三
九
）


